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１．研究計画の概要 
 タンパク質分解は単に不要・有害分子の消
去を行うだけではなく、正常に機能している
タンパク質をも分解することによってさま
ざまな生体機能を積極的にコントロールし
ている。本特定領域「タンパク質分解による
細胞・個体機能の制御」では、タンパク質分
解系の制御機構と生物学的・病態生理的意義
を明らかにすることによってタンパク質分
解を統合的に理解することを目指している。
本計画研究（総括班）はタンパク質分解に関
する研究の推進と、領域に関連する情報の収
集・発信・交換等を行うことを通じて、本領
域の発展を目的としている。 
 
２．研究の進捗状況 
  領域設置後これまでの約３年間で、分解
系の制御機構と生物学的・病態生理的意義の
解析の双方で大きな展開があり、総括班はそ
の推進・支援に大きく貢献してきた。 
 本特定領域は世界でも類を見ない分解系
の研究組織となっており、研究の遂行のみな
らず、研究者育成や情報発信の場としても機
能している。年 1 回の班会議では単なる成果
報告にとどまらず、若手研究者によるポスタ
ー発表や討論が活発に行われている。公開シ
ンポジウムとしては、The 4th International 
Symposium on Autophagy（平成１８年１０
月１～５日）を後援、「オートファジー：病
態に迫る！ ～神経変性疾患、感染症、代謝、
心不全、膵炎～」（平成１９年９月２２日）
を主催、ZOMES V（平成２０年１１月１１
～１４日）を後援した。 
 さらに、本領域独自のユニークな活動のひ
とつとして、ホームページ上で「Proteolysis 

Forum 」 を 開 設 し て い る
（http://proteolysis.jp/forum/）。これは自他
問わず発表された論文について紹介・討論す
るウェブサイトであり、近年多様化している
タンパク質分解研究をよりわかりやすく、か
つ迅速な情報として提供することを目的と
している。現在までに 174 件の論文が紹介さ
れている。さらにこのフォーラムの新たな効
果として、班員の優れた研究成果の迅速な一
般公開の場としても非常に役立っている。出
版物や班会議だけでは自ずと限られてしま
う領域内でのコミュニケーションをより恒
常的なものにすることにも大きく貢献して
いる。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
平成 20年 9月 24日に行われた学術審議会学
術分科会科学研究費補助金審査部会生物系
審査委員会による中間評価の結果、「A」（現
行のまま推進すればよい）との評価を受けた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）計画班および公募班（現在の公募研究
は平成２０年度までとなっており、平成２１
年度から新規に採択予定）の各研究は順調に
進行し、領域内の共同研究も活発に行われて
おり、現時点では大きな変更はない。分解系
の制御機構の解析はこれまで特異性の解析
に大きな展開が見られているので、後半は特
に活性制御研究をより推進すべく支援を継
続したい。 
（２）今後の班会議の開催については、平成
２１年度は関西地区、平成２２年度は北海道
地区を予定している。これまでの班会議では



班員の研究室から多くの若手研究者がポス
ター発表として参加し、熱心に討議した。今
後の本領域を担う人材の育成にも大きく貢
献するため、今後の班会議においても、班員
の成果発表とともに若手の参加を強く推奨
する予定である。 
（３）平成２１年９月２４～２８日開催予定
の The 5th International Symposium on 
Autophagy (ISA)（分担者の阪井がオーガナ
イズ）を後援することによって、領域全体の
活性化を図る予定である。 
（４）本領域独自の企画である Proteolysis 
Forum は引き続き完全公開とし、領域の恒常
的活動を図る。さらに投稿数を増やすため、
班員には自身の発表論文の積極的公開を呼
びかけている。また特に若手研究員からの投
稿を歓迎し、e-mail アラートの登録も積極的
に促している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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